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研究成果の概要（和文）：　本研究では式亭三馬の蔵書が三馬の言語描写に及ぼした影響を、国立国会図書館所蔵の三
馬蔵書印書の調査から考察し、①三馬蔵書印書の分類、②三馬蔵書に見られる唐話資料と三馬著書との関係、③蔵書印
書の識語を資料とした三馬自筆の仮名字体の特徴に関し報告を行った。また、三馬の蔵書を知る手がかりとして使用し
た三馬自筆の『式亭雑記』の翻刻と平仮名用字法の調査も併せて行った。
　これらの調査を通し、三馬の蔵書に見る唐話資料が三馬の言語描写に影響を与えていることを示した。また、三馬の
平仮名用字法を知る上で、三馬自筆の識語調査、並びに自筆本『式亭雑記』が有効であることを明らかにした。
　

研究成果の概要（英文）：In this study, the effects that the collection of Shikitei Sanba had on language 
depiction of Shikitei Sanba, was discussed from the survey of the collection of Sikitei Sanba of Diet 
Library. And the following reports, the classification of the ownership mark of Shikitei Sanba has been 
stamped, materials of “Colloquial Chinese in Ming,Qing Dynasties:Towa” in the library of Shikitei 
Sanba, the relationship between the work of Shikitei Sanba and feature of Shikitei Sanba’s handwriting 
written in the book ownership mark of Shikitei Sanba has been stamped,were made.In addition, it was also 
performed republication of Diary written in the handwriting of Shikitei Sanba“Shikiteizakki.”Through 
these surveys, Towa materials seen in the collection of Shikitei Sanba showed that the effect on the 
language depiction of Shikitei Sanba. And on to know the hiragana scripts method of Shikitei Sanba, 
autograph book ”Shikiteizakki”is valid.

研究分野： 日本語学　日本語史

キーワード： 三馬蔵書印書　唐話語彙　三馬自筆の識語　三馬自筆『式亭雑記』　『式亭雑記』諸本　三馬の平仮名
用字法　三馬の著作に見る書名
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（１）式亭三馬の言語描写に関する研究は、
坂梨隆三「三馬の白圏（しろきにごり）につ
いて」『岡山大学研究紀要』36（1975）をは
じめ、棚橋正博（1994）、広川京一（1977）、
山本淳（2005）等、白圏という、主に特殊表
記の研究を中心に進められている。筆者も三
馬の言語描写に関し「式亭三馬の半濁音符に
関する一考察」（『近代語研究』第 15 集 
2010.10 刊行）の中で、「カ行」と「タ行」に
付される半濁音符の音とその使用意図につ
いて考察を行い、これらが地方人の特殊な発
音を描写したものであると結論付けた。この
論考を発端に、応募者は式亭三馬の片言描写
に興味を抱き、「「かまど詞大概の語彙―「諸
人片言なをし」等との比較を通して―」『川
村学園女子大学研究紀要』23-1（2012.3 刊行）
で、式亭三馬著『小野ばかむら譃字尽』（文
化 3年）所収の「かまど詞大概」に見る片言
を、江戸時代の七種の片言資料と比較し、そ
の影響関係について考察した。また「式亭三
馬の片言描写―かまど詞大概を資料として
―」『近代語研究』第 16 集（2012.3 刊行）で、
三馬の著作『浮世風呂』で使用される「かま
ど詞大概」所収の片言語彙の調査を行い、使
用者の階層、使用相手の階層、また使用場面
等の分析を行った。その結果、三馬の描写す
る片言の中には、語彙に関しても使用者に関
しても、他の片言資料の記述と共通する点が
見られ、三馬が片言資料の影響を受けていた
のではないかという可能性を導き出した。 
（２）そこで、三馬所蔵の片言資料を探した
ところ、国立国会図書館に三馬の蔵書印が押
された「まこと草」という資料があることを
発見した。そこで「かまど詞大概」所収の片
言と『まこと草』の片言の比較を行い、『ま
こと草』が「かまど詞大概」に影響を与えた
書の一つではないかと結論付けた（「式亭三
馬所蔵『まこと草』に関して―『片言』等と
の比較を通して―」『川村学園女子大学』24
巻 1号、2013.3 刊行）。 
これらの研究から、三馬蔵書は三馬の言語

描写に影響を与えている可能性が高く、三馬
蔵書の調査の必要性があると考えるに至っ
た。 
（３）しかし、三馬の言語描写がいかなる書
物から影響を受けていたかという視点から
の研究は、ほとんどなされていない。書肆で
あった三馬は多くの書を所蔵していたと考
えられるが、現在のところ三馬の蔵書目録は
発見されておらず、三馬の蔵書は、三馬の蔵
書印が押された書（三馬蔵書印書）により知
られるのみであり、これらの三馬蔵書印書の
分類・整理、さらにその分析に関しては、こ
れまで行われてきていないという現状であ
った。 
 
２．研究の目的 
（１）本研究では三馬蔵書印書の調査を行い、
蔵書印の分類と内容の分析を通し、三馬の著

作に使用される言語との関係を探ることと
した。今回は、三馬蔵書印書が纏まって残さ
れている国立国会図書館所蔵の書を中心に
調査を行うこととした（既に予備調査により、
国会図書館に三馬蔵書印書が100冊近く所蔵
されていることを確認した）。これらの三馬
の蔵書を調査することにより、三馬が蔵書か
らいかなる影響を受け、自身の言語描写に生
かしていたかを探り、三馬の言語描写に関す
る新たな側面を導き出すことを本研究の第
一の目的とした。 
（２）蔵書印調査とともに、三馬の交友関係
を知る上で重要な資料である三馬自筆本「式
亭雑記」（大東急記念文庫所蔵『雑記』 函
架番号<21-113-1274>）の調査を行った。自
筆本は『続燕石十種』第一巻所収「式亭雑記」
（国書刊行会編 1908）、中央公論社版の『続
燕石十種』（1980）に翻刻されているが、中
央公論社版の「式亭雑記」の解説には、自筆
本が所在不明であるため、「校訂にあたって
は慶應義塾大学付属図書館の抄録写本を参
照した」とされている。この中央公論社版の
解説から、中央公論社で活字化された際は、
自筆本の確認が行われていないことがわか
る。「式亭雑記」は、三馬の私的側面や交友
関係が知られる貴重な資料であるだけに、よ
り正確な内容を確認する必要がある。そこで、
今回は自筆本の調査並びに翻刻、また『国書
総目録』に記されている「式亭雑記」の抄録
写本の調査（６種）を行うことにした。 
 
３．研究の方法 
（１） 国立国会図書館所蔵の三馬蔵書印書
調査は、次のような方法で行った。 
まず、国文学研究資料館の蔵書印データベ

ース並びに『新編蔵書印書』（日本書誌学大
系 79 2001）、『蔵書印提要』（日本書誌学体
系 44 1985）、『人と蔵書と蔵書印』（国立国
会図書館編 2002）等でも確認を行い、三馬
の蔵書印の種類を把握した。 
次に、国立国会図書館の検索システムを利

用し、三馬蔵書印書を抽出した。国会図書館
では蔵書印データベースは作られていない
が、注記に蔵書印のデータが記されているの
で、蔵書の詳細検索にキーワードを入れるこ
とにより、三馬蔵書印を抽出することができ
る。本研究ではこのシステムを利用した。 
（２）「式亭雑記」に関しては、大東急記念
文庫所蔵の自筆本の調査とともに、『国書総
目録』に記されている「式亭雑記」の抄録写
本（６種）を調査し、書写した人物や写本の
内容を比較検討することにした。 
 
４．研究成果 
（１）国会図書館所蔵三馬蔵書印書は、検索
システムにより、93 冊の蔵書印書を抽出した。
これらに押された蔵書印の分類並びにジャ
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国立国会図書館三馬蔵書印書の中から
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書の内容は三馬著の『浮世床』に見られ、三
馬と唐話の関係は今後さらに他大学の三馬
蔵書印書の調査を行うところから明らかに
できるものと考える。 

「式亭雑記」抄録写本の比較は、まず
『国書総目録』記載の６種の調査から始め

する中でさらに４種の抄録写本を発
見した。これらの抄録写本は、
系統に分類される。一つは江戸の書肆
五一自筆の抄録写本を写本したもので、この
系統は７冊ある。このうち３冊は

もう一系統は、「好古堂（人物不明）」が
で、３冊とも同筆である。

亭雑記』諸本に関して―八種の抄録写本の調
査から―」『近代語研究』17集

二つの系統のうちの一系統の原本となる
江戸の書肆達摩屋五一自筆「式亭雑記」（慶
応義塾図書館所蔵）を調査翻刻し、写本に記
された書き込みと、三馬自筆本「式亭雑記」
の書き込みを比較することにより、三馬自筆
本「式亭雑記」の所蔵の変遷を明らかにした
（「慶應義塾図書館所蔵『式亭雑記』―翻刻
と解説―」『川村学園女子大学紀要』第

刊行）。 
）自筆本「式亭雑記」を調査・翻刻

り、「式亭雑記」のより正確な内容を把握し
た。また、通常の翻刻と合わせ、字母翻刻を
行った。これにより、自筆識語の字母翻刻資

三馬自筆の平仮名用字法の特徴
を明らかにした（『大東急記念文庫所蔵式亭
三馬自筆『雑記』 影印と翻刻』武蔵野書院

刊行予定）。 
三馬蔵書を調査中、三馬の著書に記さ

れた『婦人養草』の記述から、三馬が女訓書
を著作の参考にしていることが明らかにな

『婦人養草』には「大和詞」が掲出さ
れており、三馬の著作に見る「大和詞」が、
これらの女訓書を参考にしている可能性を

「『浮世風呂』に見る大和詞につい
て―『婦人養草』の「和言（やまとことば）」
との関係から―」『川村学園女子大学紀要』
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は、唐音が記されている語があり、その中で
「サ゜」「テ゜」「モ゜」など、特殊な半濁音
符の表記が観察された。三馬も著作の中でサ
行カ行タ行に半濁音符を使用する例があり、
三馬の半濁音符の表記には、唐話資料の影響
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二つの系統のうちの一系統の原本となる
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応義塾図書館所蔵）を調査翻刻し、写本に記
された書き込みと、三馬自筆本「式亭雑記」
の書き込みを比較することにより、三馬自筆
本「式亭雑記」の所蔵の変遷を明らかにした
（「慶應義塾図書館所蔵『式亭雑記』―翻刻
と解説―」『川村学園女子大学紀要』第 25 巻

）自筆本「式亭雑記」を調査・翻刻によ
り、「式亭雑記」のより正確な内容を把握し
た。また、通常の翻刻と合わせ、字母翻刻を
行った。これにより、自筆識語の字母翻刻資

平仮名用字法の特徴
を明らかにした（『大東急記念文庫所蔵式亭

影印と翻刻』武蔵野書院 

三馬蔵書を調査中、三馬の著書に記さ
れた『婦人養草』の記述から、三馬が女訓書

ことが明らかにな
『婦人養草』には「大和詞」が掲出さ

れており、三馬の著作に見る「大和詞」が、
参考にしている可能性を

「『浮世風呂』に見る大和詞につい
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との関係から―」『川村学園女子大学紀要』



また、三馬著『腹之内戯作種本』には浄瑠
璃作者近松半二の『独判断』の内容が引用さ
れていることを確認した（「『浮世風呂』三編
序文の変更に関して―吾山から半二へ―」
『近代語研究』19 集 2016.9 刊行予定）。 
三馬は浄瑠璃本も数多く所蔵しており（大

阪府立中之島図書館にまとまって所蔵され
ている）、三馬の著作との関係性を探る上で
も、さらなる調査の必要性を感じる。 
また、本調査の中で、三馬の著作の中に記

された『婦人養草』や『独判断』等、三馬の
言語描写に影響を与えた書が、今後も三馬著
作の中から見いだせると考える。三馬著作の
中にある人物や書名を頼りに、三馬の言語描
写に影響を与えた書を洗い出していくこと
も一つの方法と考える。 
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